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Ⅱ 調査結果の概要 
 

 ２００５年農林業センサスの結果は次のとおりである。 
 
 

 

農 業 経 営 体 数   

（ う ち 家 族 経 営 ） 

１，８０１  

（１，７５４）
経営体   

 農 業 従 事 者 数 ４，２０５ 人  

 経 営 耕 地 ※ １１，８５６ ｈａ  

 乳用牛飼養経営体数※ ２８ 経営体  

 乳 用 牛 飼 養 頭 数 ※ １，３８７ 頭  

 肉用牛飼養経営体数※ １５ 経営体  

 肉 用 牛 使 用 頭 数 ※ ９８５ 頭  

 農 家 数 １，９７３ 戸  

  林 業 経 営 体 数 ２６５ 経営体   

※農業経営体のうち家族経営 
  
１ 農林業経営体 
  ～農林業経営体数は，１，９３６経営体～ 
 平成１７年２月１日現在の農林業経営体数は１，９３６であり，農業経営体に該当するのは，そ

の９割を超える１，８０１経営体で，うち１，７５４経営体が家族経営による経営体である。 
 また，林業経営体に該当するのは，２６５経営体である。 

 
表１ 農林業経営体数 

   単位：経営体，％ 

 

 区 分 農林業経営体
農業経営体

うち家族経営
林業経営体 

経 営 体 数 1,936 1,801 1,754 265 

構 成 比 100.0 93.0 90.6 13.7 

（注）農業と林業の両方を行っている経営体は，それぞれに計上している。 

 
２ 農業経営体 
（１） 農業経営体数 
  ア 組織別経営体数 
    ～法人化している経営体は２％～ 

 農業経営体を組織形態別にみると，法人化していない経営体が１，７６４経営体（構成比９７．

９％）と大部分を占めており，法人化している経営体は３６経営体（同２．０％），地方公共団体・

財産区は１経営体（同０．１％）であった。 
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イ 経営耕地面積規模別経営体数（家族経営） 
  ～大規模な農業経営体が増加～ 
農業経営体を経営耕地面積規模別にみると，１～３ｈａ層が４７５経営体（構成比２７．１％）

で最も多く，次いで３～５ｈａ層の３７１経営体（同２１．２％），５～１０ｈａ層の３４０経営

体（同１９．４％）の順となっている。 
これを前回調査と比べると，３ｈａ未満の階層で４０％弱減少したが，３ｈａ以上の階層では，

規模が大きくなるほど減少率は低くなり，２０ｈａ以上の階層では３０．３％増加した。 
 

            表３ 経営耕地面積規模別経営体数（家族経営） 
  

       単位：経営体

１ha １～ ３～ ５～ １０～ ２０ha 
区 分 総 数 

 未満 ３ ５ １０ ２０ 以上

２０００年 2,431 552 589 513 447 241 89 

２００５年 1,754 213 475 371 340 239 116 

実

数 

増減数 △ 677 △ 327 △ 114 △ 142 △ 107 △ 2 27対
前
回
比 増減率 △ 27.8 △ 60.6 △ 19.4 △ 27.7 △ 23.9 △ 0.8 30.3

２０００年 100.0 22.7 24.2 21.1 18.4 9.9 3.7 

２００５年 100.0 12.1 27.1 21.2 19.4 13.6 6.6 

構

成

比 

   

  表２ 組織形態別農業経営体数   

        単位：経営体，％

法 人 化 し て い る    

項 目 計 
小 計 

農事組

合法人 
会  社 各種団体 その他の法人

地方公共団

体・財産区 

法人化し 

ていない 個人経営体

実 数 1,801 36 7 26 3 - 1  1,764  1,741  

構成比 100.0 2.0 0.4 1.4 0.2 - 0.1  97.9  96.7  

 
（注意）今回の農林業センサスでは新たな基準に基づいて調査しており，前回センサスの結果

と直接比較できないため，定義上最も近い「農業経営体（家族経営）」と「販売農家」

の数値によって比較を行った。 



 6

ウ 農産物販売金額規模別経営体数（家族経営） 
    ～５０万円未満の農業経営体が増加～ 

 農業経営体を農産物販売金額規模別にみると，５０～３００万円層が５１３経営体（構成比２

９．２％）と最も多く，次いで５００～１，０００万円層の３１２経営体（同１７．８％），３０

０～５００万円層の２５６経営体（同１４．６％）の順となった。 
 

表４ 農産物販売金額規模別経営体数（家族経営） 

     単位：経営体，％

経 営 体 数 対 前 回 比 構 成 比 
区 分 

２０００年 ２００５年 増加数 増加率 ２０００年 ２００５年

総 数 2,183 1,754 △ 429 △ 19.7 100.0  100.0  

販  売  な  し 140 119 △ 21 △ 15.0 6.4  6.8  

５ ０ 万 円 未 満 131 198 67 51.1 6.0  11.3  

５ ０～    ３ ０ ０  667 513 △ 154 △ 23.1 30.6  29.2  

３ ０ ０～   ５ ０ ０  361 256 △ 105 △ 29.1 16.5  14.6  

５ ０ ０～１ ， ０ ０ ０  469 312 △ 157 △ 33.5 21.5  17.8  

１，０００～１，５００ 174 155 △ 19 △ 10.9 8.0  8.8  

１，５００万円以上 241 201 △ 40 △ 16.6 11.0  11.5  

 
   
エ 農産物販売金額１位の部門別経営体数（家族経営） 

    ～稲を１位とする経営体が６割以上～ 
 過去１年間に農作物を販売した１，６３５の農業経営体について，農産物販売金額が１位とな

った部門別の経営体数をみると，稲が１，０００経営体（構成比６１．２％）で最も多く，次い

で施設野菜の１９７経営体（同１２．０％），雑穀・いも類・豆類の１４７経営体（同９．０％）

の順となった。 
 

表５ 農産物販売金額１位の部門別経営体数（家族経営） 

    単位：経営体，％

区 分 経営体数 構成比 区 分 経営体数 構成比 

総 数 1,635  100.0 果 樹 類 29  1.8 

稲 1,000  61.2 花 き ・ 花 木 34  2.1 

麦 類 61  3.7 そ の 他 の 作 物 37  2.3 

雑穀 ・いも類・豆類 147  9.0 酪 農 26  1.6 

工 芸 農 作 物 3  0.2 肉 用 牛 12  0.7 

露 地 野 菜 84  5.1 養 豚 4  0.2 

施 設 野 菜 197  12.0 養 鶏 1  0.1 
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（２） 就業状態（家族経営） 
  農業従事者数（１５歳以上の世帯員のうち，過去１年間に自営農業に従事したことのある者）は４，

２０５人で，前回センサスに比べて１，２２２人（２２．５％）減少した。 
  これを男女別にみると，男が２，１６４人（前回２，７３６人）で２０．９％，女は２，０４１人

（同２，６９１人）で２４．２％，それぞれ減少している。 
  また，年齢別にみると，１５歳以上６４歳以下が２，５５０人（減少率２７．７％）となり，大幅

な減少となった。 
 
 

表６ 男女別・年齢別農業従事者数・農業就業人口・基幹的農業従事者数（家族経営） 

          

＜男 女 別 ＞      単位：人，％

２ ０ ０ ０ 年 ２ ０ ０ ５ 年 増 減 率 
区 分 

計 男 女 計 男 女 計 男 女 

農 業 従 事 者 5,427 2,736 2,691 4,205 2,164 2,041 △ 22.5 △ 20.9 △ 24.2

農 業 就 業 人 口 4,172 1,836 2,336 3,450 1,663 1,787 △ 17.3 △ 9.4 △ 23.5

基幹的農業従事者 3,586 1,696 1,890 3,039 1,559 1,480 △ 15.3 △ 8.1 △ 21.7

 

 
         

＜年 齢 別 ＞      単位：人，％

２ ０ ０ ０ 年 ２ ０ ０ ５ 年 増 減 率 

区 分 

計 
15 ～

64 歳 

65 歳

以上
計 

15 ～

64 歳

65 歳

以上
計 

15～ 

64 歳 

65 歳 

以上 

農 業 従 事 者 5,427 3,526 1,901 4,205 2,550 1,655 △ 22.5 △ 27.7 △ 12.9

農 業 就 業 人 口 4,172 2,418 1,754 3,450 1,886 1,564 △ 17.3 △ 22.0 △ 10.8

基幹的農業従事者 3,586 2,144 1,442 3,039 1,705 1,334 △ 15.3 △ 20.5 △ 7.5

 
（注）１ 農業従事者とは，１５歳以上の世帯員のうち，過去１年間に自営農業に従事したことのある

者をいう。 
２ 農業就業人口とは，主として自営農業に従事した１５歳以上の世帯員をいう。 

   ３ 基幹的農業従事者とは，主として自営農業に従事した１５歳以上の世帯員のうち，普段の生

活状態が仕事が主である者をいう。 
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（３） 農業後継者（家族経営） 
～農業後継者のいる経営体は１７．４％～ 

  同居農業後継者がいる経営体数は２３７経営体（構成比１３．５％），他出農業後継者がいる経営

体数は６９経営体（同３．９％）であり，農業後継者のいる経営体数はあわせて３０６経営体（同１

７．４％）となっており，前回センサスと比較すると６０．７％の大幅な減少となった。 
  また，同居農業後継者の自営農業従事状況をみると，自営農業に従事した農業後継者は１９２人（構

成比８１．０％）で，そのうち１３５人（同５７．０％）が自営農業を主としている。 
 
 

表７ 農業後継者の有無別経営体数（家族経営） 

         

       単位：経営体，％

後 継 者 あ り 

  同居農業後継者がいる 区 分 経営体数 

計 小計 男 女 

他出農業後

継者がいる 

後継者なし

２０００年 2,183 779 646 615 31 133  1,404 実

数 ２００５年 1,754 306 237 226 11 69  1,448 

増 減 数 △ 429 △ 473 △ 409 △ 389 △ 20 △ 64 44対
前
回
比 増 減 率 △ 19.7 △ 60.7 △ 63.3 △ 63.3 △ 64.5 △ 48.1 3.1

２０００年 100.0 35.7 29.6 28.2 1.4 6.1  64.3 構
成
比 ２００５年 100.0 17.4 13.5 12.9 0.6 3.9  82.6 

 

 

 

表８ 同居農業後継者の自営農業従事状況（家族経営） 

        

      単位：人，％

自営農業とその他の 

仕事に従事 区 分 計 
自営農業

だけに従事
農業が主 農業が従 

その他の仕事

だけに従事 

仕事に従

事しない 

２０００年 646  118 34 222 156  116 実

数 ２００５年 237  81 54 57 30  15 

増 減 数 △ 409 △ 37 20 △ 165 △ 126 △ 101対
前
回
比 増 減 率 △ 63.3 △ 31.4 58.8 △ 74.3 △ 80.8 △ 87.1

２０００年 100.0  18.3 5.3 34.4 24.1  18.0 構
成
比 ２００５年 100.0  34.2 22.8 24.1 12.7  6.3 
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（４） 土地（家族経営） 
 経営耕地面積は，１１，８５６ｈａで前回センサス時に比べ６６９ｈａ（５．３％）減少した。こ

のうち田の面積は２７６ｈａ（２．６％），畑の面積は３８６ｈａ（１８．９％）減少となっている。 
 利用地目別の構成比でみると，稲を作った田が５７．４％と最も多く，次いで稲以外の作物だけを

作った田２４．２％，普通畑１０．８％などとなっている。 
 また，経営耕地面積のうち，借入耕地面積が２９．４％を占めており，前回センサス時と比べ５２

５ｈａ（１７．８％）の増加となっている。 
 
  表９ 経営耕地面積の状況（家族経営）   

             

           単位：ha，％ 

田 畑 樹園地

区 分 

経
営
耕
地 

総
面
積
計 

面

積

計 

稲
を
作
っ
た
田 

稲
以
外
の
作
物 

だ
け
を
作
っ
た
田 

何
も
作
ら
な
か
っ

た
田 

面

積

計 

普

通

畑 

牧
草
専
用
地 

何
も
作
ら
な
か

っ
た
畑 

面

積

計 

経
営
耕
地
の
う
ち 

借
入
耕
地
面
積 

２０００年 12,525  10,425  7,179  2,591 656 2,041 1,391 556  93  59 2,956 
実

数 

２００５年 11,856  10,149 6,806 2,870 473 1,655 1,284 294 77 52 3,481 

増減数 △ 669 △ 276 △ 373 279 △ 183 △ 386 △ 107 △ 262 △ 16 △ 7 525対
前
回
比 増減率 △ 5.3 △ 2.6 △ 5.2 10.8 △ 27.9 △ 18.9 △ 7.7 △ 47.1 △ 17.2 △ 11.9 17.8

２０００年 100.0  83.2  57.3  20.7 5.2 16.3 11.1 4.4  0.7  0.5 23.6 構
成
比 ２００５年 100.0  85.6 57.4 24.2 4.0 14.0 10.8 2.5 0.6 0.4 29.4 

 
 

図１ 経営耕地面積の状況（家族経営） 

稲以外の作物だけを

作った田

24.2%

何も作らなかった田

4.0%

普通畑

10.8%

何も作らなかった畑

0.6%
樹園地

0.4%
牧草専用地

2.5%

稲を作った田
57.4%

稲を作った田

稲以外の作物だ
けを作った田

何も作らなかった
田

普通畑

牧草専用地

何も作らなかった
畑

樹園地

経営耕地面積
　
　１１，８５６ｈａ
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（５） 農業生産（家族経営） 
  農作物の作付面積は，９，６４３ｈａで，前回センサスと比較して４４１ｈａ（対前回比４．８％）
増加した。 
 種類別に見ると，稲が３８３ｈａ（同５．６％），野菜類が３４ｈａ（同９．０％），いも類が６

ｈａ（同３．９％）減少したが，麦類が５１９ｈａ（同１３１．７％），豆類が１５１ｈａ（同２

７．９％），雑穀が１０９ｈａ（同２６．７％）増加した。 
 構成比では，前回センサスより７．４％減少したものの稲が６６．９％を占めており，本市農業

の基幹となっている。 
  また，家畜飼養経営体数は，前回センサスと比較して，豚の８経営体（同７２．７％）減をはじ

めいずれも大幅に減少している。 
 
 表１０ 農作物の類別作付面積（家族経営）  

       

     単位：ｈａ，％

対 前 回 比 構 成 比 
区 分 ２０００年 ２００５年 

増 減 数 増 減 率 ２０００年 ２００５年 

総 数 9,202  9,643  441 4.8 100.0  100.0 

 稲   6,834  6,451  △ 383 △ 5.6 74.3  66.9 

麦 類 394  913  519 131.7 4.3  9.5 

雑 穀 409  518  109 26.7 4.4  5.4 

い も 類 152  146  △ 6 △ 3.9 1.7  1.5 

豆 類 541  692  151 27.9 5.9  7.2 

工 芸 農 作 物 147  150  3 2.0 1.6  1.6 

野 菜 類 377  343  △ 34 △ 9.0 4.1  3.6 

花 き 類 ・ 花 木 19  50  31 163.2 0.2  0.5 

種 苗 ・苗 木 類 4  12  8 200.0 0.0  0.1 

そ の他 の作 物 326  366  40 12.3 3.5  3.8 

 

表１１ 家畜を販売目的で飼養している経営体数と飼養頭羽数 

        

      単位：経営体，頭，羽

増 減 率 
２ ０ ０ ０ 年 ２ ０ ０ ５ 年 

区 分 

経営体数 飼養頭羽数 経営体数 飼養頭羽数
経営体数 飼養頭羽数 

１経営体あたりの

飼養頭羽数   

（２００５年） 

乳 用 牛 32  1,640  28 1,387 △ 12.5 △ 15.4 49.5  

肉 用 牛 20  1,210  15 985 △ 25.0 △ 18.6 65.7  

 豚   11  13,708  3 4,050 △ 72.7 △ 70.5 1,350.0  

 馬   14  50  8 43 △ 42.9 △ 14.0 5.4  

採 卵 鶏 - - 2 X - - - 
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（６） 農業用機械（家族経営） 
 農業用機械の所有台数をみると，前回センサスに比べ，「乗用型トラクター」の３２７台（同１

１．５％）減をはじめ，「動力田植機」の３２３台（同２３．６％）減，「コンバイン」の３０６台

（同２３．５％）減などとなった。 
 また，自己所有の機械だけでなく他から借りた機械を含めた利用台数と所有台数を比較すると，

「フォレージハーベスター」を除いて利用台数が所有台数を上回る結果となった。 
 
 

表１２ 農業用機械の所有台数と利用台数（家族経営） 

      

    単位：台，％

所 有 台 数 利用台数 

区 分 
２０００年 ２００５年 増 減 数 増 減 率 ２００５年 

乗 用 型 ト ラ ク タ ー 2,839 2,512 △ 327 △ 11.5 2,694  

動 力 防 除 機 985 843 △ 142 △ 14.4 914  

乗用型スピードスプレイヤー 43 50 7 16.3 122  

動 力 田 植 機 1,369 1,046 △ 323 △ 23.6 1,107  

コ ン バ イ ン 1,304 998 △ 306 △ 23.5 1,110  

フォレージハーベスター 8 11 3 37.5 11  

ヘ イ ベ ー ラ ー 40 43 3 7.5 48  

ビ ー ト ハ ー ベ ス タ ー 21 17 △ 4 △ 19.0 30  

ポ テ ト ハ ー ベ ス タ ー 23 17 △ 6 △ 26.1 22  

（注）・コンバインは，自脱型・普通型コンバインの総数   

   ・２０００年は利用台数の調査は行っていない。   

 
 
 
 
（７） 農家の状況 
 販売農家と自給的農家を合わせた総農家数は，１，９７３戸と，前回センサスに比べて４５８戸

（１８．８％）減少しており，減少傾向が続いている。 
  その内訳をみると，総農家の９割近くを占める販売農家が１，７４６戸で２０．０％減と大幅に

減少したのに対し，自給的農家は２２７戸とほぼ横ばいで推移している。 
 販売農家を専兼業別にみると，専業農家（世帯員の中に兼業従事者が１人もいない農家）が７３

１戸（構成比３７．１％）で最も多く，次いで第１種兼業農家（農業所得を主とする兼業農家）が

５７０戸（同２８．９％），第２種兼業農家（農業所得を従とする兼業農家）が４４５戸（同２２．

６％）の順となった。 
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図２ 農家数の推移 
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   表１３ 専兼業別農家数   

         

       単位：戸，％

農 家 兼 業 農 家 

区 分 
総 農 家 自給的農家 販売農家

専業農家
計 

第 １ 種 

兼業農家 

第 ２ 種 

兼業農家

１９８０年 4,711 … … … … … …

１９８５年 4,434 … … … … … …

１９９０年 3,751 296 3,455 1,022 2,433 1,378 1,055 

１９９５年 2,940 270 2,670 822 1,848 1,151 697 

２０００年 2,431 248 2,183 762 1,421 772 649 

実

数 
２００５年 1,973 227 1,746 731 1,015 570 445 

１９８０年 △ 10.2 … … … … … …

１９８５年 △ 5.9 … … … … … …

１９９０年 △ 15.4 △ 23.3 △ 17.6 … … … …

１９９５年 △ 21.6 △ 8.8 △ 22.7 △ 16.0 △ 24.0 △ 16.5 △ 33.9

２０００年 △ 17.3 △ 8.1 △ 18.2 △ 7.3 △ 23.1 △ 32.9 △ 6.9

増

減

率 

２００５年 △ 18.8 △ 8.5 △ 20.0 △ 4.1 △ 28.6 △ 26.2 △ 31.4

１９８０年 100.0 … … … … … …

１９８５年 100.0 … … … … … …

１９９０年 100.0 7.9 92.1 27.2 64.9 36.7 28.1 

１９９５年 100.0 9.2 90.8 28.0 62.9 39.1 23.7 

２０００年 100.0 10.2 89.8 31.3 58.5 31.8 26.7 

構

成

比 

２００５年 100.0 11.5 88.5 37.1 51.4 28.9 22.6 

 （注）専兼業別農家数は，販売農家数の内訳である。    
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 ３ 林業経営体 
 
 林業経営体を組織形態別にみると，法人化していない経営体が２１９経営体（構成比８２．６％）

と大部分を占めており，法人化している経営体は４４経営体（同１６．６％），地方公共団体・財

産区は２経営体（同０．８％）であった。 
 また，保有山林面積規模別にみると，５～１０ｈａ層が９８経営体（同３７．０％）で最も多く，

次いで３～５ｈａ層の６９経営体（同２６．０％），１０～２０ｈａ層の４７経営体（同１７．７％）

の順となっている。 
 過去１年間に保有山林から生産された林産物を販売したのは１４経営体（同５．３％）であった。  

 

 

表１４ 組織形態別林業経営体数 

       単位：経営体，％

法 人 化 し て い る 

区 分 計 
小 計 

農事組

合法人
会  社 各種団体

その他の

法人 

地方公共団

体・財産区 

法人化し

ていない 

旭 川 市 265 44 1 33 4 6 2 219 

構 成 比 100.0 16.6 0.4 12.5 1.5 2.3 0.8 82.6 

 

表１５ 保有山林面積規模別経営体数 

     単位：経営体，％

３ha ３～ ５～ １０～ 
区 分 総 数 

保有山林 

な し 未満 ５ １０ ２０

実 数 265  7 - 69 98  47 

構 成 比 100.0  2.6 - 26.0 37.0  17.7 

       

２０～ ３０～ ５０～ １００～ ５００～ １，０００ha 
区 分 

３０ 50 １００ ５００ １，０００ 以上

実 数 10  11 10 8 - 5 

構 成 比 3.8  4.2 3.8 3.0 - 1.9 

 
表１６ 林産物販売金額規模別経営体数                  

        単位：経営体，％

区 分 総数 
販売 

なし 

５０万円

未満 

５０～ 

１００ 

１００～

５００ 

５００～

１，０００

１，０００～

５，０００ 

５，０００

～１億 

１億円 

以上 

実 数 265 251 4 2 1 1 2 3 1 

構成比 100.0 94.7 1.5 0.8 0.4 0.4 0.8 1.1 0.4 

（注）林産物の販売金額には立木を購入して生産した素材の販売金額等は含まない。 

 


